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1 概要

2 プログラムの作成方針

3 プログラムの説明

4 プログラムの使用法と実行結果

5 考察

6 感想

7 作成したプログラムのソースコード

作成したプログラムを以下に添付する．なお，1章に示した課題については，??章で示したように

すべて正常に動作したことを付記しておく．

1: #include <stdio.h>
2:

3: int main()
4: {
5: char s[4] = {’A’, ’B’, ’C’, ’\0’};
6:

7: printf("s = %s\n", s);
8:

9: return 0;
10: }
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